
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
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∪
∪
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∪
∪
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Ｕ－19日本―Ｕ－19コスタリカ 後半、守備をかわし相手ゴール前に切り込む

日本の岩崎（左）‖藤枝総合運動公園サッカー場

シポシュ
スソリーク
コピチャール
ヴチェルカ
ニェムチェック
ヴァーツラヴィーク
ヘルツ
クルチ
ヴァイス
ベラス
フリツ

ＧＫ

３ＳＨ５
１ＣＫ５
ＦＫ
ＧＫ３

山ノ井 静岡学園高
森 岡 磐田ユース
立 田 清水ユース
下 口 ＪＦＡアカデミー福島
清水映 ＪＦＡアカデミー福島
梅 村 清水ユース
清水颯 ＪＦＡアカデミー福島
須 貝 浜松開誠館高
望 月 清水ユース
平 清水ユース
石 田 富士市立高

【
静

岡
】
３
・
４
・
３

▽
交
代
【
静
】
鈴
木
・
浜
松
開
誠
館
高

（
平

）
久
米
・
磐
田
東
高
（
望
月
）

渡
井
・
静
岡
学
園
高
（
石
田
）
若
山
・

静
岡
学
園
高
（
渡
井
）
【
ス
】
コ
ソ
リ

ン
（
ヴ
ァ
イ
ス
）
イ
ェ
ヂ
ナ
ー
ク
（
フ

リ
ツ
）
ド
ゥ
ベ
ツ
（
ベ
ラ
ス
）
シ
ャ
ラ

タ
（
ヘ
ル
ツ
）

【
ス
ロ
バ
キ
ア
】
４
・
３
・
３

【
評
】
日
本
は
、
攻
守

の
切
り
替
え
の
速
い
コ
ス

タ
リ
カ
に
主
導
権
を
握
ら

れ
、
０
｜
１
で
初
戦
を
落

と
し
た
。

序
盤
は
日
本
ペ
ー
ス
。

前
半
８
分
、
ス
ル
ー
パ
ス

に
反
応
し
た
岩
崎
の
シ
ュ

ー
ト
は
枠
外
に
。
Ｃ
Ｋ
な

ど
セ
ッ
ト
プ
レ
ー
か
ら
好

機
を
つ
く
る
な
ど
相
手
ゴ

ー
ル
を
脅
か
し
た
。

コ
ス
タ
リ
カ
は
後
半
、

右
サ
イ
ド
を
起
点
に
好
機

を
う
か
が
っ
た
。

分
に

中
盤
か
ら
パ
ス
を
受
け
た

Ｆ
Ｗ
ロ
ハ
ス
の
シ
ュ
ー
ト

が
日
本
の
Ｄ
Ｆ
に
当
た
っ

て
方
向
が
変
わ
り
、
ゴ
ー

ル
に
吸
い
込
ま
れ
た
。

《》

「」

Ｕ
―
コ
ス
タ

リ
カ
代

表（
３
）

１
０
｜
０

１
｜
０

０

Ｕ
―
日
本
代

表（
０
）

▽
得
点
者
【
コ
】
ロ
ハ
ス
（
な

し
）

Ｓ
Ｂ
Ｓ
カ
ッ
プ
国
際
ユ
ー
ス
サ
ッ
カ
ー
（
日
本

サ
ッ
カ
ー
協
会
、
県
サ
ッ
カ
ー
協
会
、
静
岡
新
聞

社
・
静
岡
放
送
主
催
、
エ
コ
パ
ハ
ウ
ス
共
催
）
は

日
、
藤
枝
総
合
運
動
公
園
サ
ッ
カ
ー
場
で
開
幕

し
た
。
Ｕ
｜

日
本
代
表
は
Ｕ
｜

コ
ス
タ
リ
カ

代
表
と
対
戦
し
、
後
半
に
失
点
し
た
日
本
が
０
｜

１
で
敗
れ
た
。
静
岡
ユ
ー
ス
は
Ｕ
｜

ス
ロ
バ
キ

ア
代
表
を
相
手
に
０
｜
０
（
Ｐ
Ｋ
４
｜
５
）
で
、

初
戦
を
落
と
し
た
。
大
会
第
２
日
は

日
、
沼
津

市
の
愛
鷹
広
域
公
園
多
目
的
競
技
場
で
行
う
。

⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥ ∇
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∂
∂
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∂
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∂
∂
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∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂

日
本
は
開
始
早
々
の
逸
機
が

響
い
た
。
前
半
３
分
に
相
手
守

備
陣
の
背
後
に
抜
け
た
岩
崎
と

吉
平
で
つ
く
っ
た
チ
ャ
ン
ス
が

相
手
Ｇ
Ｋ
の
好
守
に
阻
ま
れ
、

８
分
の
岩
崎
の
シ
ュ
ー
ト
も
枠

を
外
れ
た
。
そ
の
後
の
再
三
の

好
機
も
生
か
せ
ず
、
無
得
点
。

「
決
め
き
ら
な
い
と
い
け
な
か

っ
た
」
。
岩
崎
は
敗
戦
の
責
任

を
背
負
っ
た
。

今
大
会
は
チ
ー
ム
の
底
上
げ

を
狙
い
高
校
３
年
生
世
代
を
中

心
に
メ
ン
バ
ー
を
構
成
。
５
人

が
初
招
集
で
チ
ー
ム
の
熟
成
度

は
低
い
。
そ
れ
で
も
コ
ス
タ
リ

カ
と
互
角
の
戦
い
を
演
じ
た
。

シ
ュ
ー
ト
は
相
手
の
７
本
を

上
回
る

本
。失
点
の
場
面
は
、

シ
ュ
ー
ト
阻
止
に
入
っ
た
Ｄ
Ｆ

に
当
た
る
不
運
だ
っ
た
。た
だ
、

負
け
た
事
実
は
変
わ
ら
な
い
。

内
山
監
督
は
「
１
点
の
重
み
を

感
じ
て
ほ
し
い
」
と
今
後
の
選

手
の
成
長
に
期
待
す
る
。

試
合
前
に
は
、
全
員
で
リ
オ

デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
五
輪
の
日
本
戦

を
観
戦
し
た
。
予
選
リ
ー
グ
敗

退
が
決
ま
り
、
４
年
後
の
東
京

五
輪
を
狙
う
メ
ン
バ
ー
は
「
次

は
自
分
た
ち
」
と
気
持
ち
を
新

た
に
し
た
。

「
決
定
力
不
足
は
日
本
人
の

永
遠
の
課
題
。
克
服
し
な
い
と

上
に
は
い
け
な
い
」
と
岩
崎
。

日
の
丸
を
背
負
っ
て
臨
む
残
り

２
試
合
で
、
課
題
克
服
の
足
掛

か
り
を
つ
か
む
。

岡
田
拓
也

１
点
の
重
み

実
感

∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂≡ ⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥

先
発
の
平
均
身
長
が
１

８
４
㌢
と
い
う
大
柄
な
ス

ロ
バ
キ
ア
に
、
静
岡
ユ
ー

ス
は
真
っ
向
勝
負
を
挑
ん

だ
。
結
果
は
ス
コ
ア
レ
ス

ド
ロ
ー
の
Ｐ
Ｋ
負
け
だ
っ

た
が
、
廿
日
岩
監
督
（
浜

松
湖
南
高
教
）
は
「
守
備

の
部
分
は
プ
ラ
ン
通
り
。

内
容
は
良
か
っ
た
と
思

う
」
と
貫
い
た
堅
守
に
満

足
そ
う
だ
っ
た
。

１
８
９
㌢
の
立
田
主
将

を
中
心
と
し
た
３
バ
ッ
ク

が
安
定
し
、
引
き
気
味
に

構
え
た
守
り
で
、
ス
ロ
バ

キ
ア
の
サ
イ
ド
攻
撃
を
こ

と
ご
と
く
封
じ
た
。
「
３

バ
ッ
ク
が
苦
し
い
時
に

助
け
て
く
れ
た
」
と
感
謝

し
た
Ｇ
Ｋ
山
ノ
井
は
相

手
の
ハ
イ
ボ
ー
ル
に
パ
ン

チ
ン
グ
で
応
戦
し
、
「
高

さ
で
負
け
な
か
っ
た
こ
と

は
大
き
い
」
と
自
信
を
深

め
た
。

最
大
の
決
定
機
は
後
半

分
。
ゴ
ー
ル
中
央
で
短

い
パ
ス
を
つ
な
い
で
相
手

Ｄ
Ｆ
を
揺
さ
ぶ
る
と
、
途

中
出
場
の
久
米
が
放
っ
た

シ
ュ
ー
ト
は
惜
し
く
も
左

ポ
ス
ト
を
た
た
き
、
Ｇ
Ｋ

の
胸
元
に
収
ま
っ
た
。
久

米
は
「
好
機
が
な
い
中
で

あ
そ
こ
は
決
め
な
い
と
」

と
悔
や
ん
だ
。

次
戦
は
日
本
と
対
戦
す

る
。
世
代
別
代
表
入
り
を

狙
う
山
ノ
井
は
「
ア
ピ
ー

ル
す
る
チ
ャ
ン
ス
」
と
意

気
込
み
、
久
米
も
「
全
国

高
校
総
体
に
出
場
し
て
い

な
い
選
手
で
も
や
れ
る
と

い
う
こ
と
を
証
明
し
た

い
」
と
気
合
を
入
れ
直
し

た
。

（
萩
原
正
司
）

日本戦アピール誓う

第
１
日

ス
ロ
バ

キ
ア

０
―
０

静

岡

コ
ス
タ

リ
カ

１
―
０

日

本

静

岡

日

本

ス
ロ
バ

キ
ア

コ
ス
タ

リ
カ

き
の
う
の
結
果

（
Ｐ
Ｋ
５
｜
４
）

き
ょ
う
の
試
合

（
会
場
は
愛
鷹
広
域
公
園

多
目
的
競
技
場
）

ＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＹ
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ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂｄ ＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺ ｃ

ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ

ａ

《》

「」

Ｕ
｜
ス
ロ
バ

キ
ア
代

表（
２
）

０
０
｜
０

０
｜
０

０

静
岡
ユ

ー
ス
（
１
）

（
Ｐ
Ｋ
５
｜
４
）

【
評
】
粘
り
強
く
守
っ

た
静
岡
ユ
ー
ス
は
Ｐ
Ｋ
戦

に
持
ち
込
ん
だ
が
、
最
後

の
１
人
が
外
し
た
。

静
岡
は
５
バ
ッ
ク
気
味

の
守
備
ブ
ロ
ッ
ク
を
形

成
。相
手
の
自
由
を
奪
い
、

前
半
は
１
本
し
か
シ
ュ
ー

ト
を
打
た
せ
な
か
っ
た
。

後
半
ロ
ス
タ
イ
ム
に
ポ
ス

ト
直
撃
の
シ
ュ
ー
ト
を
浴

び
る
が
、
無
失
点
で
し
の

い
だ
。

攻
撃
は
相
手
の

を
突

い
た
が
、
好
機
を
生
か
せ

な
か
っ
た
。
前
半
８
分
、

清
水
颯
の
ス
ル
ー
パ
ス

に
反
応
し
た
望
月
は
シ

ュ
ー
ト
を
打
て
ず
。
後
半

分
の
久
米
の
シ
ュ
ー

ト
も
ポ
ス
ト
に
阻
ま
れ

た
。

ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ

Ｕ― コスタリカ代表マティ
アス・アルネード監督の話 選
手たちは攻守両面で集中してい
た。日本にスペースを与えず、
運も手伝った勝利。非常にいい
試合だった。

攻守両面で集中できた

Ｕ― スロバキア代表ミラン・マラチンス
キー監督の話 静岡には良い選手が多かっ
た。ＰＫ戦は賭け事のようなものだが、勝て
てうれしい。静岡の堅い守備を突き抜けるこ
とができず、攻撃には満足していない。

静岡 良い選手多かった

静
岡
ユ
ー
ス
｜
Ｕ
―
19
ス
ロ
バ
キ
ア

前
半
、
静
岡
の
望
月
（
左
）
が
ス
ロ
バ
キ
ア

選
手
か
ら
ボ
ー
ル
を
奪
う
‖
藤
枝
総
合
運
動
公
園
サ
ッ
カ
ー
場

セグラ
アルボイン
モレラ
ビジェガス
フアレス
セケイラ
コルドバ
エルナンデス
トーレス
ロハス
マリン

【
日

本
】
４
・
４
・
２

【
コ
ス
タ
リ
カ
】
３
・
５
・
２

ＧＫ

ＳＨ７
３ＣＫ３
ＦＫ８

７ＧＫ８

小 島 早 大
長谷川 新潟ユース
浜 札幌ユース
杉 岡 市立船橋高
古 賀 柏ユース
菅 札幌ユース
梶 山 名古屋ユース
原 市立船橋高
安 井 神戸ユース
吉 平 大 分
岩 崎 京都橘高

▽
交
代
【
日
】
中
村
・
柏
ユ
ー
ス
（
吉

平
）
針
谷
・
昌
平
高
（
梶
山
）
田
川
・

鳥
栖
ユ
ー
ス
（
菅
）
野
田
・
神
戸
ユ
ー

ス
（
安
井
）
【
コ
】
サ
リ
ナ
ス
（
ア
ル

ボ
イ
ン
）マ
ル
テ
ィ
ネ
ス（
コ
ル
ド
バ
）

エ
ス
ピ
ノ
サ
（
ビ
ジ
ェ
ガ
ス
）
マ
シ
ス

（
ロ
ハ
ス
）
ゴ
ン
サ
レ
ス
（
モ
レ
ラ
）

ラ
ラ
（
マ
リ
ン
）
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(７) 平成２８年( 年)８月１２日 (金曜日)(７) 平成２８年( 年)８月１２日 (金曜日)

平成２８年（２０１６年）８月１２日（金曜日）付け静岡新聞朝刊より




